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　従来のプロジェクションマッピングでは，建築物
や工業製品などの形状に合わせて映像を重畳投影す
ることで映像作品のシームレスな上映を行っていま
す．それに対し，本技術は見かけの操作を用いるこ
とで，工芸作品の見た目を隠蔽することなく，工芸
品が持つ美しさをそのままに，通常の展示方法では
表現できなかった質感表現を実現しました．また，
投影には超単焦点プロジェクタカメラシステムを用
いることで鑑賞を妨げない投影を行っています．
　本プロジェクションマッピングは，箔工芸作家 裕
人礫翔（GOLD LEAF KYOTO 代表）と和歌山大学 
天野敏之（国立大学法人 和歌山大学 システム工学部 
准教授），国立情報学研究所 佐藤いまり（大学共同利
用機関法人 情報・システム研究機構国立情報学研究
所 コンテンツ科学研究系 教授）の産学協同プロジェ
クトとして行っています．

「木火土金水」をモチーフとした見かけの質感操作
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